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1は じめ に

被服行動を規定する要因を把握するためには、心理的側面か らの検討が とりわけ重要であ

るという観点か ら、前回、YG性 格検査を用いた心理尺度 テス トと被服行動調査を併せて実

施 したところ、YG性 格特性 と被服行動 との間には多 くの関連性が認あ られた。

さらに近年、若年層 において摂食障害が問題 となってお り、肥満に対する強い恐 れとやせ

願望が目立 っているD。 女子高校生を対象 とした 「ダイエ ッ ト調査」2)を見 て も、 やせ願望

は86、4%と 実に多い。 そのやせたい理由は、「きれいにな りたい」「服が似合 うようにな りた

い」「スタイルがよ くな りたい」 となっている。体型 としては、やせ傾向 の身体の方が洋服

を着 こな しやすいことは事実であ り、 これは世界的に有名なデザイナー達の作品か らも認め

られよう。

したが って、本稿 は、食行動を調査す るためのEAT(EatingAttitudesTest)に よる結

果を加え、心理的および食行動の両面か ら被服行動の動向を把握す るために、多角的な分析、

検討を行い、興味ある結果を得たので報告する。

2調 査の概要と目的

2・1調 査 の対 象 者

本学の服飾学科 ・生活文化学科 ・秘書学科の女子学生199名(有 効数)

※大手前女子大学

一156一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第12号(1992年)

2・2調 査 時 期

1991年5月20日 ～5月25日

2・3調 査 方 法

被服に対する意識 と行動 に関する調査では、質問紙を配布 し、被験者 に1部 写真を提示 し

なが ら集合調査 を行 った。心理的スケールにっいては、YG性 格検査を質問紙法形式で集合

調査 を実施 し、食行動調査では、EAT(EatingAttitudesTest)に 身体 イメー ジ(自 分

の体型をどのように自分 自身が感 じているか)を 加えた質問紙 による集合調査を同様に実施

した。 このようにして作成 した設問項 目3)の うち表1～ 表3に 示す56項 目(被 服行動26項 目、

YG性 格特性12項 目、食行動18項 目であり、被服行動 と食行動 にっいては、各設問項 目のな

かか ら任意 に選択 した)を 解析の対象 とした。

表1被 服行動

変数名
(略号) 設 問 項 目

HQO2
人間は服装よりも自分自身が大切だか ら、着 るむ
だわ らない方が良いと思いますか。

HQO3
あなたは他人と同じような服装をするのが嫌いね
個性的な服を着るほうが良いと思いますか。

HQO5
あなたは男性の目を意識 して服を着ていると思し

HQO6
あなたは女性の目を意識 して服を着ていると思し

HQO7
あなたは夏祭には浴衣(ゆ かた)を 着たいと思し

HQO8
あなたは服を購入する場合、素材が天然繊維の脂

麻 ・絹 ・毛)を 主に選んでいると思いますか。

HQO9
あなたは自分の服装に対 して他人がどう思 ってい
気にするほうですか。

HQ10
あなたは服装は自己表現の有力な手段であると馬
か。

HQI1
あなたは正月には着物を着たいと思いますか。

HQ12
あなたはどちらかというと目立たない地味な服装
ですか。

HQ14
あなたは少 し高価でもデザインと品質のよいもの
でいると思いますか。

HQ16
あなたは服の枚数は比較的少なくても上手に組合
化をっけたいと思いますか。

HQ17
あなたは流行の最先端の服を着るのは恥ずかしい

カテ ゴ リー区 分

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う,思う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う患、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思 う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思 う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思 う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い

1そ う思、う

2そ う思 わ な い

3わ か ら な い

1そ う思 う

2そ う思 わ な い

3わ か らな い
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女子学生の被服行動に影響を及ぼす性格と食行動における諸要因についての検討

表1被 服行動

変数名
(略号) 設 問 事 項 カ テ ゴ リー区 分

あなたは今日はどんな服を着ようかと考えるのは楽 しい 1そ う思 う

HQ18 で す か 。 2そ う思わない

3わ からない

あなたは外出する時に着る服がなくて外出がいやになる 1そ う思 う
HQ19 ことがありますか。 2そ う思わない

3わ か らない

あなたは流行に流されるのが嫌いで、はやりすたりのな 1そ う思 う

HQ20 い服を選ぶほうですか。 2そ う思わない

3わ か らない

あなたは新 しい服を買 うときには気に入ったらす ぐに買 1そ う思 う

HQ21 い ま す か 。 2そ う思わない
3わ か らない

あなたは人の服装を見ていろいろと批判するほうですか。 1そ う思 う

HQ23 2そ う思わない

3わ からない
　

あなたは流行を追 うつ もりはないのに、いつの間にか流 1そ う思 う

HQ25 行に乗せられていることがありますか。 2そ う思わない
3わ からない

あなたは服装によって美 しく変身するのが楽 しみですか。 0無 回答

HQ26
1そ う思う
2そ う思わない
3わ からない

あなたは有名ブランドの服を着てみたいと思いますか。 1そ う思 う
HQ27 2そ う思わない

3わ からない

変数名
(略号) 設 問 事 項 カ テ ゴ リー区 分

あなたは成人式にはどのような服を 1振 り袖

着たいと思いますか。 2袴 姿

HQ30 3ロ ング ドレス

4ド レ ッシ ーな ワ ン ピー ス

5フ ォ ーマ ル な ス ー ツ

6そ の他

あなたは卒業式にはどのような服を 0無 回答

着たいと思いますか。 1振 り袖
2袴 姿

HQ31 3ロ ン グ ド レス

4ド レ ッ シ ー な ワ ン ピ ー ス

5フ ォ ー マ ル な ス ー ツ

6そ の他

あなたは花嫁衣装にはどれを着たい 1ウ エ デ ィ ング ドレス

HQ32 と思いますか。 2白 無垢(し ろむく)に 打掛け

31と2の 両方
4そ の他

あなたはジーンズをはくのが好きで 1好 き
HQ33 す か。 2嫌 い

3わ からない

あなたが着てみたいと思うふ り袖を、 1濃青緑地に花と唐子模様柄で大正ロマン風

サ ンプ ル1～6の 中 か ら1っ 選 んで 2赤地に黒と金のぼかし分けで花柄で古典的

HQ37 番号を()の 中に書いて ください。 3緑色地に辻が花柄で現代的
4桃色地に金糸の雲取り柄で古典的

5紫地に青緑と黒のぼかし分けでモダンな花柄で現代的
6黄土色と青地の裾濃きものに御所解文様で古典的
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第12号(1992年)

表2YG性 格特性尺度

変数名

(略号)
性 格 特 性 項 目 カテゴリー区分

YG@D
抑 うつ性

1楽 天的

2普 通

3陰 気

YG@C
回帰性傾向

1冷 静

2普 通

3感 情的

YG@1
劣等 感の強いこと

1自 身家

2普 通

3自 身欠如

YG@N
神経質

1神 経質でない

2普 通

3神 経質

YG@0
客観的でないこと

1客 観的

2普 通

3主 観的

YG@Co
協調的でないこと

1協 調的

2普 通

3非 協調的

YG@Ag
愛想の悪いこと

1消 極的

2普 通

3積 極的

YG@G
一般的活動性 1非 活動的

2普 通

3活 動的

YG@R
のんきさ

1慎 重

2普 通

3の んき

YG@T
思考的外向

1熟 慮的

2普 通

3非 熟慮的

YG@A
支配性

1服 従的

2普 通

3支 配性大

YG@S
社会的外向

1地 味 な人柄

2普 通

3社 交的

心理調査にっいては、YG性 格検査を実施 して得 られた各性格特性尺度(12特 性)の 粗点

か ら個人得点を12尺 度毎に算出 し、検査用紙 に記載 されているパーセ ンタイル値か ら5段 階

判別の標準得点を判定 し、その標準点を下位(1、2)、 巾位(3)、 上位(4、5)の クラス

に分けて解析 に用 いた。

なお、表3に は、食行動および身体 イメージにおける頻度集計結果 を示 した。

一159一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-▽ice



OtemaeUni▽erSity

女子学生の被服行動に影響を及ぼす性格と食行動における諸要因についての検討

表3食 行動と身体イメージ

変数名

(略号)
設 問 項 目 カテゴリー区分

度数 頻度
(人)(%)

EQO3 食事のことを考えただけで不安になる。 1そ う思う

2そ う思わない

73.54

19196.46

EQO4 太りすぎるのが恐い。 1そ う思う

2そ う思わない

13869.70

6030.30

EQ15 もっとやせたいという思いに夢中になっている。 1そ う思う

2そ う思わない

8844.44

11055.56

EQ16 カロリーを消費するために一生懸命運動 している。 1そ う思う

2そ う思わない

2211.11

17688.89

EQ17 一 日に何回も体重を測る。 1そ う思 う

2そ う思わない

2110.66

17689.34

EQ18 体にぴったりと合 う服が好 きである。 1そ う思 う

2そ う思わない

4422.22

15477.78

EQ23 規則正しく生理がある。 1そ う思 う

2そ う思わない

13266.67

6633.33

EQ24 自分 はやせ過ぎだと人に思われている。 1そ う思 う

2そ う思わない

189.09

18090.91

EQ26 食事の時間が人より長い。 1そ う思 う

2そ う思わない

6231.31

13668.69

EQ27 レストランで食事をするのが好 きである。 1そ う思 う

2そ う思わない

11256.57

8643.43
　

EQ30 ダイ ェ ッ ト食 品 を 食 べ て い る。 1そ う思 う

2そ う思わない

52.53

19397.47

EQ32 食べ物については自制心を発揮 している。 1そ う思 う

2そ う思わない

3417.17

16482.83

EQ36 甘いものを食べた後はイライラする。 1そ う思 う

2そ う思わない

42.02

19497.98

EQ37 ダイ エ ッ トに夢 中 に な って い る。 1そ う思 う

2そ う思わない

3015.15

16884.85

EQ38 空腹でいるのが好きである。 1そ う思 う

2そ う思わない

73.54

19196.46

一

EQ39 食べたことのないようなこってりしたものを食べてみる

のが好 きである。

1そ う思 う

2そ う思わない

2512.63

17387.37

EQ40 食事の後で吐きたい衝動にかられる。 1そ う思 う

2そ う思わない

84.04

19095.96

BIMA (身体 イメージ)

あなたは現在の体重をどのように感 じていますか。

1や せ ・やややせ

2ち ょうどよい

3や や肥え

4非 常に太 っている

115.6%

3417.3%

11558.7%

3618.4%
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第12号(1992年)

2・4計 算 と デ ー タ処 理 の 方 法

当該 デ ー タの分 析方法 と して は、 分割 表解析 にお いて赤池 の情報 量基準AIC(Akaike's

InformationCriterion)を 用 いた多次 元分割 表 モ デルの選択 を試 み た。 な お、 種 々の 計 算

は、 京都 大学 大型計 算機 セ ンターのFUJITSUM-1800シ ス テムを利用 して行 わ れ た。AI

Cに よる統 計解 析 に は、文部 省統計 数理 研究所 で開 発 され たCATDAP(ACategorica1

旦ataAnalysis£rogramPackage4)5))、 種 々の分 析 に はSAS(StatisticalAnalysis

System6))を 利 用 して行 った。

3AlCに よ る分割表 モデルの選択 につ いての考え方7)

社会心理学 ・被服学および諸研究分野では しば しば意識調査やパネル調査を実施 し、対象

者である被験者群の意識動向を把握す るために各種の統計的方法を採用 して解析す ることが

よ く行なわれる。いま表aの ように2っ 以上の特性(ア イテム変数)に つ いて、 い くっかの

表a分 割表(ク ロス表)

アイ テム変数(i)

ア イ テ ム変数(」)

通 学 区 分

行 計
1.自 宅 2.下 宿

家

族

数

1.3人 以 下 46 8 54

2.4人 208 10 218

3,5人 以 上 209 32 241

列 計 463 50 513

カテゴ リー(ク ラス)に 分類 し、観測度数を求めた分割表(ク ロス表)に よって両特性間の

「関連性」を探 ることが多い。 フィッシャーによる独立性のカイの2乗(κ2)検 定法 は この

ような当該特性間 に 「関連性があるか」、 もしくば 「関連性がないか」 とい う客観的 な判断

を下すための統計量 と して広 く用い られて来た。 しか しなが らカイ2乗 検定法では、

〔1〕サ ンプル数が増大すればカイ2乗 値が大 きな値 をとる傾向8)に あ り、特性変数の次数

やカテゴリー数 の増加 はどのよ うな尺度を用いて も 「関連度」の増大 をもた らす不合理 を招

く場合がある。 また特性間が"独 立である(関 連がない)"と する帰無仮設 を棄却 す るたあ

の判断 として経験的に採用 される有意差の判定基準(た とえば1%と か5%)は それ自体 き

わめて恣意的であること。

〔2〕われわれの実施 したア ンケー ト調査に即 していえば質問項 目が56項 目にも及 び、 これ

らの56項 目の質問項 目では、ある着 目す る特性変数1っ にっいて55次 元の分割表の作成が必
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女子学生の被服行動に影響を及ぼす性格と食行動における諸要因についての検討

要 となる。 さらに各特性変数相互間の交互作用効果を探 ろうとす ると独立性のカイ2乗 検定

法では不可能 になる場合があること。

〔3〕最 も重要なことは、ある着 目す る変数 を基準 と した2っ 以上 の分割表を比較するとい

う問題 は独立性のカイ2乗 検定では不可能であるという点である。 〔1〕に関 して付言 すれば

当該データをあっか う専門的 ・経験的知見を慎重かっ細心に導入 しない限 り見かけ上のカイ

2乗 値 により 「有意差あ り」 の判断で誤 った判断を下す ことに もな りかねないという重要な

問題がある。

上述 した諸問題を解決す る統計的方法として赤池情報量基準AIC(Akaike'sInformation

Criterion)が 提案 された8)。

AICは 次式で定義 される。

AIC=・(-2)10g。M十2K(1)

M:与 え られた デー タに よるそ のモ デルの最大 尤度(尤 度 関数)

K:モ デ ルのなか で 自由 に変化 させ る ことので き るパ ラメー タ数

このAICの 値 が低 い ほ ど良 いモ デルで あ る と評 価 され る。 通常、 最大尤度が大 きいほど、

モデ ル は良 い とされ るがAICは パ ラメー タ数 の項 を含 む ため、パ ラメー タ数 の少 ない モデ

ルを よ りよい もの とす るとい う原理 が、評 価 の中 に加 わ って い る。二 っ以 上 のモ デルの中 か

らAIC最 小 の モデ ルを もっ モデルをMAICE(MinimumAICEstimate)と 呼 ぶ。

赤池1°)によれば カイ2乗 検定 法 はAICの 立 場か ら見 ると"ふ たっの モ デルの比 較"と い

われ る。 例 えば ご,ノ変 数 の カテ ゴ リー数 がそれ ぞ れη1、π,からなる分割表間の変数"関 連 し合 っ

て いる"と す るモデ ル(有 効 モデル)と 、AICの 立場 か らみて"関 連 がな い"っ ま り独立

で あ る とす るモデル(無 効 モ デル)は(2)お よび(3)式 で表 わ され、 そ の制 約 式 は(4)式 お よ

び(5)式 で あたえ られ る。

れしれ　

AICI=(-2)Σ Σ η(`,ノ)log、{η(ご,ノ)/ノV}+2q
己=1ノ=1

れ 　 だ　

AIC。=(-2)Σ Σ η(ε,ノ)log、{N(か)1V(・ ノ)/1V2}+2q
`=1ノ=1

腐1η2

(2)

Σ Σ.ρ(`,ノ);1
`=lJ=1

だ 　 な　

ΣPα ・)=1 ΣP(・,ノ)=1
F1 ノ=1

(3)

(4)

(5)

た だ しnα,ノ)はG,ノ)な る組 合せ が観測 された頻度、p(`,ノ)は そ の組 合 せ が発 生 す る

確 立で あ り、N;Σ ΣπG,ノ)は サ ンプル の総 数 をあ らわす。 またgは 自由 に動 か しう るパ
ε ノ

ラ メ ー タ(p(`,ノ))個 数 で あ り、N(`・)=Σ π(i,」)とN(・ ノ)=Σ π(i,j)は そ れ ぞ れ 分
ノ こ

割 表 の列 計、 行計 を表 わす。 この よ うに して、(4)(5)の 制 約 式 の も とで有 効 モ デ ル(AI

C1)と 無 効 モ デル(AIC。)を 計 算 し、 そのAIC値 の小 さい方 の モデ ルを良 いモ デル と
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して採用するのである。つまりAICrAIC。<0で あれば、分割表の特性変数間に"関

連 あり"と す る有効 モデル として採用される。っまり各分割表 に対応す るモデルの尤度の比

較によって確立分布の推定 をめざしている。いまAIC1(有 効 モデル)とAIC。(無 効 モ

デル)を カイニ乗統計量

κ2=Σ{π(ε,ノ)-1τ(の η(ノ)/η}2/{η(の η(ノ)/π}
`,ノ

と す る と漸 近 的 に っ ぎ の 関 係 が 成 り立 っ

AIC=AICl-AIC。

雲 一(κ2-2×d・ ∫)

こ こ にdゾ は 自 由度

こ の よ う なAICの 統 計 モ デ ル の 比 較 の 方 法 を 実 現 す る た め のFORTRANラ イ ブ ラ リー

がCATDAP(Aσ α6egorica1Data.4nalysisProgramPackage9)～12>)で あ る。

4AlCに よる原項目の分析結果および考察

我々は、先に本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連 にっいて報告13)を行 い、 被 服

行動の主要な要因を次の7点 に括 って述べた。

つまり、

1.被 服における同調性に対する反応 と評価

2.被 服による自己表現の しかた と優越意識 との関連

3.被 服着用における性的魅力のとらえ方

4.被 服 と流行にっいての意識

5.被 服素材 に関す る知識 と活用 に対する問題

6.被 服 の購買意識 の動向

7.被 服 に対 しての全般的な関心度

である。今回、 これ らの被服行動要因を構成する設問項 目を軸 に、YG性 格特性 デ ータ

(YG12特 性)と 「食行動 と身体 イメージ調査の設問項 目(41問)の なかか ら任意 に選択 し

た18項 目を加えて、分割表分析を行 った結果 は次のようである。以下、特に断わ らない限 り

変数(項 目)は 、表1～ 表3に 掲げた略号で示す。

4・1被 服 に お け る同 調 性

被服行動 における同調性 とは、現存す る社会規範に自分を合わせ ることであり、原項 目で

はHQO2(着 るものにこだわ らない方がよいと思 いますか)、HQO6(女 性 の 目を意識 して

服を着ていると思 いますか)、HQO9(自 分の服装に対 して他人がどう思 ってい るかを気 に
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する方ですか)、HQ23(人 の服装 を見て色々 と批判す る方ですか)が これに該当す る。 い

ま、主な ものにっいて検討すれば次のよ うである。

4・1・1着 目す る変数HQO2(着 るものにこだわ らない方がよいと思いますか)に 対

して、55説 明変数(他 の原項 目)の どの項 目がより多 くの情報量を持っか、っまり関連性が

強 いかをAIC値 の小 さい順 に並べたものが表4で ある。

表4

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

;

葦

ま

乙

、;
ユユ

ll

諺

鉾
ユ　

11

き

ま

§

乙

ll

ll
ヨヨ

ll

l孚

量言

21

鴛

捻

鉾

ll

:l

ll
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懸 題

濫lll

;9雪lll
Y9雪1
,捻

巳1;1㌻3
Q26#36

,ε隷1

麟;、

篇ll

l£擬l

l器識1

謙";;

懸 磐
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縢 溝

畿 錨

器雛,
Q3038

Q18器33
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ソむあムむおヨむ
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儲 養

雛 墓
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3

3

3

3

2

2

3

3

3

2

3

2

2

3

2

2

2

2

3

3

3

2

3

3

2

3

3

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

3

4

6

6

5
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;含:l
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;含ま

;l
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ll三
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葦ll

量1呈
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; 塁1
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ユ3

む
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婁1:
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、;;

;1

逡

圭

妻
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む　
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ll

澄
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　ア
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字
◎
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2

:

含
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縫

1§ま

。婬

表4に よれば、HQO2に 対 して最 も関連性の強い説明変数 はHQO6で あり、次いでHQ10、

……HQ27と 関連性のある説明変数が続 く。AIC値 が 一(マ イナス)値 を取 っている変数

までがAICの 立場か ら見て関連性がある変数である。HQO2に 対 して関連度の強い順 に対
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応する分割表*に っ いて検討すれば、着 るものにこだわる者で、①女性 の 目を意識 して服 を

着 る者が39.8%② 服装 は自己表現の有力な手段であると思 う者55,6%③ 服装 によ り美 し

く変身す るのを楽 しみにする者66.3%④ 目立たない地味な服装 は好 きではない者43.4%で

あることな どがわかる。

*順 位 に対応す る分割表は、紙幅の関係 で掲載 は割愛 した。

CATDAPで は、 この他、着 目変数 に対 して2変 数か らK個 まで説明変数 を順次増加 さ

せた場合 にっいて、AICを 小 さい順に並べ直 した一覧表が出力 されるが、紙幅の関係で同

様に害旺愛 したo

さ らにCATDAPで は、着 目変数 に説明変数 との最適 の組合せを算出する。

表5に 当該説明変数 のもとでの最適 な分割表のAIC表 、表6に 最適組合せの分割表(上

段が頻度表、下段が百分率で示 した表)を しめす。

表5

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

萎

量
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以下省略

表5よ り、HQO2に お ける分 割表分 析 で は、 最適 変数 はHQO6(AIC値 一13.29)で あ

り、次 いでHQO6と の組合 せ とい う形 で順 次EQ27、EQ39、EQ23とHQ10、 お よ びY

G特 性 の0と い うよ うな順 で情 報量 が多 くな って い る。
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表6

CO鱒TINGE翼CYTA8LE回1THT日EOPTI糾ALCO凹BI開ATIO"OFEXPLANAτORYVARIABしES

X(1}:HQO2舘1X(2,:HQO6鉾4

X

一

2 只εSPO髄SEVARIABLE

1

2

3

TOTAL

X〔1⊃

1

23

781396

271150

321650

1913740196

X(ユ}123

1

2

3

TOTAし

5.281.313.

24gO54.022.

4.064.032.

O

O

O

O
サ
《
V
O

O

O
冒
0
▼

9.769.920.410 0

HQO2に 対す る最適変数 として選択 された分割表(表6)に っいて検討すると、 自分 自身が

大切 だか ら服装 にこだわ らなという考え方 に否定的で、女性の目を意識 して服を着る者の組

合せが全体で196人 中78人(39.8%)(AIC値 一13.29)で 圧倒的に多 いことがわかる。

一方、男性の目を意識 して服を着 るか(HQO5)の 対応では、196人 中50人(25.5%)で

AIC値 一〇.38と微かに有意性が認あ られる程度であることを考えると対象的である。

ところで最適変数 の組合せではHQO2に 対 し、前述 したようにHQO6(女 性の目を意識 し

て服を着ていると思いますか)とHQ10の 組合せがAIC値=-10.13、HQO6*YG@0

の組合せがAIC値=-9.82で 有意な組合せ として選択 されている。 いずれ もHQO6単 独の

組合せ(AIC値=-13.29)よ りも情報量 は少 ないが、HQ10の 設問 は 「被服着装行動が

自己表現の有力な手段であるか」 を問うものであ り、見方を変えればHQO2と の類似設問と

いえな くもない。 これ らの関係を表7の 分割表 より、その関連性 について検討す ると、 「服

表7同 調 性設問 に対す る説 明変数 との分割 表 。_1960内 は比率(%)を 示す。

説 明 変 数 着 目 変 数

計女性の眼を
意 識

自己表現の
手 段

服装にはこだわ らない
,

思 う 思わない わからない

す る

思う 4(2.0) 66(33.7) 8(4.1) 78(39.8)

思わない 0(0) 9(4.6) 1(0.5) 10(5.1)

わからない 1(0.5) 3(1.5) 4(2.0) 8(4.1)

し な い

思う
16(3

.1) 20(10.2) 4(2.0) 30(15.3)

思わない

1

4(2.0) 5(2.6) 4(2.0) 13(6.6)

わか らない 2(1.3) 2(1,3) 3(1.5) 7(3.6)

わからない

思う 1(0.5) 23(11.7) 7(3.6) 31(15.8)

思わない

1

0(0) 3(1.5) 7(3.6) 10(5.1)

わか らない 1(0.5) 6(3.1) 2(1.3) 9(4.6)

計 19(9.7) 137(69.9) 40(20,4) 196

AIC値=-10.13
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装には大 いにこだわ り」、被服の着想に関 しては 「同性の 目」 を意識 し、かっ 「服装 が大 い

に自己表現 の手段」であるとい う者が全体の33.7%を 占め最 も多い。

次 に 「同性の眼」 は意識 しない(わ か らないと回答 した者 も含む)と 回答 したグループで

も服装が 「自己表現 の手段」であり、服装にはこだわ らないという設問に否定す る者がそれ

ぞれ全体 の10.2%,11.7%を 占め、服装は自己表現のための大 きなウエー トを占め、 かっ被

服の着装行動 において は異性の眼 に対 してよりも同性の眼をかなり意識 しているという本学

学生 における同調性傾向をうかが い知 ることがで きた。

4・1・2HQ23(人 の服装を見て色々と批判す る方ですか)を 着 目変数 に した場合 の

AICに よる最適変数の組合せを表8に 、その分割表を表9に 示す。

表8

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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表9

CO髄TI髄GE閥CYTABLE口ITHTHEOPTIMALCOMBI闘ATIO網OFEXPしA"ATORYVARIABLES

X(1):HQ23#18X(2):EQO4#29X(3):YG@閥 器53

巫

三三
RESPO閥SEVARIABLE

X(1}ユ23

1

2

3

1

2

3

8⊥
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1
6
角ご

2
鴨
2

LATOT

ll;含11認

;,1;碁
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1
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i

2
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1

1
一
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2
「
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ll
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器

lll
lll
lll

lll
l71
1,1

39.346.913

嚢1
8100.

HQ23を 着 目変 数 と した場 合 の最適 の組合 せ は、EQO4とYG@Nで あ り、 次 いでEO4と

YG@R、EO4、EQO4とHQ18、 次 いでEQO4とYG@Coと 続 いて い る。

着 目変数 のHQ23の 全体 の比 率 は、 批 判 す る方 で あ る(39.3%)、 批 判 しな い方 で あ る

(46.9%)で あ り、人 の服装 を批 判 しない者 が約 半数 を 占め る。

HQ23に 対 して最 適組合 せ のEQO4とYG@Nの 分 割表(表9)に っ いて考 察 す る と、E

QO4の カ テ ゴ リー#1#*でYG@Nの カテ ゴ リー#1#の 者 が全体 の30.6%(60人)を 占め、

EQO4(#1#)でYG@N(#2#)の 者 が33.7%(66人)と な って い る。

*以 下 第 πカテ ゴ リーの表現 を#η#と 記述 す る。

っ ま り、人 の服装 を批 判す る者 も しな い者 も自分 の太 り過 ぎには関心 を持 ち、YG特 性で

は神経質 でな いか、 も しくは普 通 の人達 で 占め られて い る。 ただ、人 の服装 を批判 しな い者

を軸 にみ る と、太 りす ぎに も関心 を払 はず、 神経 質 で もな い者 で 人 の服 装 を批 判 す る者 が

17.2%で あ るの に対 し批判 しな い者 が79.3%で あ る ことが読 み とれ る。

この よ うに着 目変数HQ23に 対 す る最 適変 数 の組合 せ を見 ると、 食行動 に関す る項 目で あ

るEQO4(太 り過 ぎるの が怖 い)と 結 びつ いて情 報量 が多 い(関 連 度 の強 い)組 合 せが続 く

が、 我 々が同調 性 に関す る設 問 と して と り上 げたHQO2はAIC値=-2.00とHQ23に 対 し
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て有意性が認め られたが、HQO6お よびHQO9は それぞれAIC値 が1.62、6.07とHQ23に

関 して独立(無 関連)と いう結果 になり、選択 した同調性 の原項 目間には必ず しも一律に相

関が認 められないことがわか った。 しか し、結果を見ると単独変数 としては無関連 と見なさ

れたが、HQO6・HQO9の 同調性項 目が食行動項 目のEQO4と 結びっ くとAIC値 はそれぞ

れ一4.99、-4.07と な り有意な組合せとなった。 このことは 「他人 の服装を批判 す る方 です

か」(HQ23)と いう項 目とHQO6,HQO9に 見 られる同性 の眼、他人の眼に対 す る直接的

な統計的有意性は認あ られないものの、他の要因(こ こでは食行動調査における太 りすぎへ

の関心)と 結 びっいて有意な項 目として選択 され ることがわか った。

4・2被 服 に よ る 自己表 現 の しか た と優 越 意 識

人間 は同調を望みなが ら、他方で他人 と同 じでありたくないという個別意識(個 性化)や

優越性を も望むとい う矛盾 を持 ってお り、被服行動にはこの傾向がみられ る。

原項 目のHQO3(個 性的な服を着 る方がよいと思 いますか)、HQ10(服 装 は自己表現の

有力な手段 であると思 いますか)、HQ12(目 立たない地味な服装 が好 きですか)、HQl4

(少 し高価で もデザイ ンと品質のよいものを選んでいると思いますか)、HQ18(今 日はどん

な服を着 ようかと考えるのは楽 しいですか)、HQ26(服 装によって美 しく変身す るのが楽

しみですか)が 個性的な自己表現や優越性を表わす ものと考え られる。

4・2・1HQO3(個 性的な服 を着 る方がよいと思 いますか)を 着 目変数 とした場合の

最適組合せのAIC値 表を表10に 、 その分割表 を表11に 示 した。

表10

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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表11

CO闘TI閥GE囲CY了ABLEHI了 凹 τHEOP丁IHALCO凹81"A囑 「10"OFEXPLA"Aτ0只YVARIABLES
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畠
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3

TOτAL

X(1}1

;ll
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4§111

1319

795463196

き
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×{P1

4
・

～

7

4

1;量
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327

3

1

1

41

7

0

4

0

0

8

112

この着目変数に対 して分割表分析では、最適変数 はHQ19で あり(AIC=-11,40)、 次

いでYG特 性 のS、YG特 性のTと 続 く。次いでHQ19*EQ39(AIC値=-7.92)、H

Q19*EQ18(AIC値=-6,50)の2変 数の組合せという順で選択 されている。 表11を

みれば、個性的な服を肯定する者(全 体の40.3%)が 否定する者(27.6%)よ り多 く、 この

個性化の肯定派で外出時に着 る服が無 くて外出がいやなることがある者の組合せが、全体の

28、6%で 目立 っ.ている。個性化 も 「同調」 と同様 に、他人がどう思 うか、他人の目を気にす

る意識であるが、分析結果か らこの傾向がみ られ興味深い。

ところで我々が被服行動項 目における 「被服による自己表現 と優越意識」 として選択 した

原項 目をそれぞれ着 目変数 としてCATDAPに よるそれぞれ100組 の多次元分割表か ら1

位か ら3位 までの組合せ と被服行動項 目でそれ以後選択 された組合せと順位、AIC値 を示

したのが表12で ある。

表12に よ り概括的に検討 して見 ると、着 目変数がHQ10とHQ26の 場合 は両者 に高い相関

性が認 められ最適変数 として選択 される組合せ は相補的になっている。っまり、被服が自己

表現 の有力な手段であることは一つの変身願望の顕れとして被験者 には意識 されていること

が明 らかであり、個性的な服装について強い意志をもっている者 は適当な(納 得できる)服

がないと外出がいやになる傾向の比率が高 く、 それはYG性 格特性のS(社 会的外 向)、T

(思考的外向)の 尺度が有意 な項 目として選択 されていることを勘案すれば、 性格 とい う因
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子 は見逃せないであろう。 また地味な服の着用に消極的な者のグループでは最先端の服への

羨望、願望が強 く、デザイ ン・品質を重視する多 くの者 は被服にっいて 「今日どんな服 を着

るかを考 えるの は楽 しい」 としている比率が高 く、それはまた被服 による自己表現意識 の強

さにも関連することが明 らかになった。 これ らは前報における2次 元のカイ2乗 検定分析に

おいて も傾向的に示 されていたことで はあるが、AICに よる多次元分割表分析においてよ

り明確になった。

表12「 自己表現 ・優越意識項目」 との関連性

着目変数

最 適 変 数

組 合 せ

(AIC値)

2位 の

組 合 せ

(AIC値)

3位 の

組 合 せ

(AIC値)

被服行動

項 目

(順位、AIC値)

HQO3
HQ19

(-11.4)

YG@S

(-9.30)

YG@T

(-8.0)

HQ19*HQ33

(13,-2.57)

HQ10
HQ26*EQ15

(-27.80)

HQ26

(-13.06)

EQ18
*

HQ26
*

EQ15
(-12.73)

HQ26*HQ14

(8,-12.19)

HQ12
HQ17*EQO4

(-47.66)

HQ17

(-47.10)

HQ17*EQ15

(-46.6)

HQ17*HQ25

(5,-42.89)

HQ14
YG@N*EQ26

(～11.94)

YG@N*EQ27

(ヨ1.70)

YG@N

(-11.27)

HQ18

(4,-10.46)

HQ18
HQ10*EQ18

(-19.51)

HQlo*HQ19

(-16.04)

HQ10*YG@R

(-15.92)

HQ14

(6,-10.46)

HQ26
HQ10*EQ15

(-22.48)

HQ10*HQ14

(-18.1)

HQ10*HQ6

(-15.29)

HQlo

(5,-13.06)

次に 「自己表現、優越意識」の二、三 の原項 目につ いて以下に検討する。

4・2・2HQ10(服 装 は自己表現の有力な手段であると思 いますか)を 着 目変数 と し

た場合にっいては、表13に 最適な組合せのAIC表 、表14に その分割表を示す。
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表13

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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表14

CO髄 τ1髄GE麗CYTABLE日1THTHEOPTI凹AしCO齢BI鱒ATIONOFEXPLA門ATORYVARIABI_ES

X(1⊃:HQ1088X{2,:HQ26辞20X{3,:EQ15認30

巫

三三
RESPO髄SEVARIAB1_E

X〔1,123

ユ

き

呈
3

TO7Aし

銘 、1、ll;

越 三1
67013

1393324196

1

1

2

2

3

32

TO了AL
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§:

ll

乏1

1、l

lll

;;1

1,l

l、14

1611

70魯916,812 21

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

応U

0.0

HQ10を 着 目変数 と した場合 には、 最適組 合 せ はHQ26*EQ15(AIC値 一27.80)の

2変 数 の組合 せで あ り、次 いでHQ26、HQ26*EQ15*EQ18と 続 く。

HQ10に 対 す る肯 定派 の服装 は自己表現 の有力 な手段 で あ る と思 う者(全 体 の70.9%)が

否定 派(16.8%)よ りも圧倒 的 に多 くな って い る。
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HQ10に 対 して最 適組 合せ のHQ26とEQ15の 分 割表(表14)を 更 に検討 す れば、HQ26

およ びEQ15の カ テ ゴ リー#1#の 者が全 体 の39.3%で あ り、HQ26(#1#)でEQ15(#2#)

の者 が44.4%で あ る。 っ ま り、服 装 は 自己表 現 の有 力 な手段 で あ る と思 う者 も思 わない者 も、

服装 によ って美 しく変身 す るの を楽 しみ に して、 も っとやせ た い者 や、 やせ た くな い者 で大

部分(83.7%)を 占めて い る。次 に服装 は 自己表現 の有 力 な手段 で あ ると思 う者 を軸 にみ れ

ば、 服装 によ り美 しく変 身す るのを楽 しみ に して、 もっとやせ たい者 で、 服装 は 自己表現 の

有力 な手 段 であ る と思 う者 が89.6%で あ り、 否定派 の7.8%よ り も非常 に多 い こ とが わか る。

4・2・3HQ14(少 し高価 で もデザ イ ンと品 質 の よい もの を選 ん でい ると思 います か)

を着 目変数 と した場 合 の最 適 の組合 せ(表15)は 、YG@N*EQ26(AIC=-11.94)

で あ り、次 いでYG@N*EQ27、YG@N、YG@N*HQO9と 続 いて い く。

表15

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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表16
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HQ14に 対す る最適組 合 せ のYG@NとEQ26の 分割 表(表16)に よれば、着 目変数HQ

14の 全 体 の比率 と して は、少 し高価 で もデザ イ ンと品質 の よ い もの を選 ぶ 者(48.5%)、 選

ば な い者(25.0%)で あ り、約 半数 の者 が デザ イ ンと品質 の よい ものを選ん で い る。

次 に、YG特 性 で は神経 質 でな く、 食事 時間 が人 よ り長 くな い者 で、 デザイ ンと品質 のよ

い もの を選 ぶ者 が60人 中31人(51.7%)と 多 く、YG特 性 の普通 の者 で同様 に食事 時 間 も長

くな く、 デザ イ ン、 品質 の よい ものを選 ぶ者 が64人 中23人(35。9%)で あ るこ とが分 析 結 果

か らわ か った。

4・3被 服 着 用 に お け る性 的 魅 力 の と らえ方

着衣の起源説の一っに性差 アピール説14)がある。 これは、男女 は互 いに異な る部分を 目立

たせてア ピールするために美 しく装い、異性を惹 きつ けようとして衣服を着るよ うにな った

という説である。 この被服 による性的魅力の意識 にっ いては原項 目のHQO5(男 性の目を意

識 して服を着ていると思いますか)お よびHQ33(ジ ーンズをは くのが好 きですか)が 該当

す る。

4・3・1HQO5(男 性の目を意識 して服を着ていると思いますか)を 着 目変数 とした

場合の最組合せのAIC値 表を表17に 、その分割表を表18に しめす。
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表17

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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6

6

6

6

一128

一ユ21

-1i8

-117

一ユ16

一工16

-i16

-115

-115

-114

-114

-114

-114

-1i4

-113

一ユ13

ら　

ll
l;
ll
3;
17
;
;
73

1、孚

;1呈

賀暮

ll

ll

ll

l;

1二
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表18

CO純TI"GE囲CYTABLEWIτHτHEOPTIMALCO"BI潤AT工0闘OFEXPLA麗ATORYVARIABLES

X〔1):"QO3鉾3X(2):HQO6盤4

X

一

2

働

RESPO開SEVARIABLE

X(1)工23

圭
3

τ0τAL

51≡≡ 茎 ≡1

628648196

¶
●
2

3

LATOマ

X(1)1

51
4

1;曇
026

3

31 643

;1;1}ll;1
924.5100・O

HQO5に 対 す る最適 組合 せ の変数 はHQO6で あ り(AIC=-128 .40)、 次 いで2変 数 の

HQO6*EQ24、HQO6*EQ36、HQO6*EQ30と な り、以 下す べてHQO6を キー とす る

組 合 せが続 き、HQO5に 対 す るHQO6の 関連 性 が強 い こ とが わか る。

表18を みれ ば、 服 を着 る時 に男 、女 両性 の 目を意識 す る者 は全 体 の29 .1%で あ るが、 反 対

に男、女 両性 の 目を意識 しな い者 も23.5%で あ り、意 見 が両極端 にな って いる。 さ らに検 討

す れば、 男性 の 目は意識 しな いが女 性 の 目を意識 す る者13 .8%に 対 し、女性 の 目は意 識 しな

いが男性 の 目を意識 す る者 は1 .5%と 極 端 に少 な い。被 験者 は異 性 の 目 よ り も同 性 の 目 を意

識 して服 を着 てお り、 服装 に よ り性 的魅 力 を引 き出 そ うとい う意識 はまだ少 な い現状 が読 み

とれ る。
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4・3・2HQ33(ジ ー ンズを は くのが好 きですか)を 着 目変数 と した場合 のAICに

よ る最適 説 明変 数 の組合 せ を表19に 、 その分割 表 を表20に 示 した。

表19

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

茎

ま

含

;

、l

ll
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捻

ll21
81;}l

ll:
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EQ26鉾36

εQ37讐4ユ
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EQ32鷲39

むヨタおらヨ

8鶏1

竃1麗

器lll;

●5

6

3

3

6

3

6

8

7

5

3

3

2

2

1

1

魑

,

一

一

齢

口

0

'

一

ユユ

套;

箋

;l
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るき

1ε

31
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2

£
0

£
ア

。1,

ll

ll
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表20

CO鱒TI縛GE"CYτABLE回1τ"THEOPTIMALCOH81"Aτ10麗OFεXPLA縄ATORYVA只IABしES

X(1};HO33舘25X(2⊃:NQO6鍵 ら

X

一
2

一

RεSPO閥SεVARIABしE

毒
3

TOTAL

X(1}1 3

;1171≡1

1372 34196

X{1,i23

き
3

了OTAし

;1:1エ2
54.014

69.912

lll
O32

817

llll:1
0100.0

3100.O

表19に よ れば、着 目変数 に対 す る説 明変 数 の組 合 せで はHQO6がAIC値 一8.11で 最 も関

連性 が強 く、HQO6*EQ26、HQ17、HQ12と 続 いて い るが、HQO5(男 性 の 目を意 識)

とは無 関連 の結 果 とな って い る。 表20の 分割 表 で細 か く見 て い くと、 ジー ンズを は くのが好

きな者 で女 性 の 目を意 識 して服 を着 る者 の組 合 せが全体 で35.7%と 多 く、次 いで ジー ンズを

好 むが女性 の目意 識 しない者 は20.4%で あ る ことが み られた。 お尻 にぴ った り フィ ッ トす る
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ジー ンズは、性差の特徴である磐部を強調す るものであるが、本調査では異性の目よりも同

性の目を意識する傾向がみ られ、HQO5(男 性の 目を意識)へ の対応 と同様に性的な面は認

め られなか った。

4・4被 服 と流 行 にっ い て の意 識

流行現象 は生活のあ らゆる領域 にみ られるが、特に被服 とは関係が深 く、人は常に新 しい

流行の服を追い求 める。被服の流行に対する意識 と しては、原項 目のHQ17(流 行の先端の

服を着 るのは恥ずか しいですか)、HQ20(流 行 に流 され るのが嫌いで、 はや りす た りのな

い服を選ぶ方ですか)、HQ25(流 行を追 うっ もりはないのに、いっの間 にか流行 に乗せ ら

れていることがあすか)、HQ27(有 名 ブラン ドの服を着てみたいと思 いますか)が 該当する。

これ らの流行意識に係 るそれぞれの原項 目(HQ17、HQ20、HQ25、HQ27)を 着 目変

数 と して多次元分割表分析の結果を最適組合せを含 む上位3位 の組合せと被服行動項目が顕

れる組合せをまとめて示 した ものが表21で ある。 ここでHQ20とHQ25は 流行 に対 して直接

的に問 うた設問であるので この両問に対す る反応 にっいて検討 して見 ることにす る。

表21流 行意識項目との関連性

着目変数
最適変数組合せ

(AIC値)

2位 の組合せ

(AIC値)

3位 の組み合せ

(AIC値)

被服行動項目

(順位、AIC値)

HQ17
HQ12*EQ15

(-48.81)

HQ12

(-47,1)

HQ12*EQO4

(-45。28)

HQ12*HQ33

(12,-37.59)

HQ20
YG@N*EQ27

(-22.37)

YG@N

(-16.48)

YG@N*EQ23

(-13.25)

YG@N*HQO6

(7,-10.22)

HQ25
HQ27*HQ18

(-17.66)

HQ27*HQ12

(-17,13)

HQ27

(-14.75)

HQ27*HQ10

(4,-13.19)

HQ27
HQO6*EQ24

(-26.35)

HQO6

(-23.25)

HQO6*EQO4

(-20.64)

HQO6*HQ25

(5,-19.52)

HQ20は 「流行 に流 され るのが嫌いで…」 とはっきりと流行に追随 しない事を問 うた設問

であるが、全体で54.3%の 者が流行に流されることを良 しとしない。反面HQ25で は 「流行

を追 うっ もりはないのに何故か追 って しまっている」 という者がやはり53.8%を 占めて対象

的な結果 となっている。 これ らの両設問における関連度の強 い組合せ変数にっいて見ても、

HQ20がYG性 格特性のN因 子や食行動のEQ27、EQ23と いった項目が選択 され、被服行

動項 目では7番 目にYG性 格テス トのN因 子 と結びっいてHQO6(女 性の目への意識)が 選

択されているのに対 し、HQ25に っいてはHQ27の 「有名 ブランドの服を着たいか」 とHQ

18の 「今 日どんな服を着よ うか と考えるのが楽 しい」の組合せが最適変数の組合せ として選
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択 されている。 これ らを比較 して考え るに、流行に流されまいとす る積極的な意志 の強 さの

度合が、最適変数の選択 に大 きく影響 しているものと考え られる。

次にHQ25を 着 目変数 と した場合の最適変数 の組合せであるHQ27とHQ18の 分割表 によ

り詳 しく検討す る(表22)

表22流 行意識 に関 する最適変 数分割表n-196()内 は比率(%)を 示す。

説 明 変 数 着 目 変 数

計有名ブランド

を着てみたい

どんな服を着よ

うかが楽しい

流行を追 うっもりはないのについつい

思 う 思わない わか らない

思 う

思 う

1

41(209) 14(7.1) 9(4.6) 64(32.6)

思わない 21(10.7) 13(6.6) 9(4.6) 43(21.9)

わからない 19(9.7) 0(0) 4(2.0) 23(11.7)

思 わ な い

思 う 10(5.1) 8(4.1) 1(0。5) 19(9.7)

思わない

1

3(1.5) 7(3.6) 1(0.5) 11(5.6)

わからない 1(0.5) 3(1。5) 1(0.5) 5(2.6)

わからない

思 う 3(1.5) 4(2.0) 1(0.5) 8(4.1)

思わない 8(4.1) 3(1.5) 5(2.6) 16(8.2)

わからない 0(0) 0(0) 7(3.6) 7(3.6)

計 106(54.1) 52(26.5) 38(19.4) 196

「流行を追 うっ もりはないのに」っいっ い 「流行 に乗せ られている」者で 「有名 ブラン ド

も着たい」 し、「どんな服を着ようか と考えるのが楽 しい」 と考えている者が全体 の比率 で

は20.9%と 最 も多 く、次 いで 「有名 ブランドは着たいが、 どんな服を着るかには関心 を示 さ

なかった」者が10.7%と 続 く。 これに対 して、流行 に流 されていない と意志表示 した者 で

「有名 ブランドを着てみたいし、 どんな服を着 るかを考え るのが楽 しい」者 は全体の比率で7.

1%、 さらに流行 にも流されず、有名 ブランドに も関心がな く、 どんな服 を着 るか に も関心

のない者 も全体で6.6%で あり少数派である。

これ らの結果か ら、流行が十分に考慮 されている有名 ブラン ド商品への関心 と流行を追 う

っ もりはないがっ いっい、 ファッション誌やメディアの影響か ら流行を追 う結果 になると言

う学生像が浮んで来 るようである。

4・5被 服 素 材 に関 す る知 識

被服 の素材についての項 目としては、原項 目のHQO8(服 を購入す る場合、素材が天然繊

維一綿 ・麻 ・絹 ・毛 一の服を主 に選んでいると思 いますか)が 該当す る。

HQO8を 着 目変数 とした場合のAICに よる最適説明変数 の組合せを表23に 、その分割表

を表24に しめす。
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表23

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ユユ

12

13

1ら

15

16

ユ7

二8

ユ9

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

EQ18器33

EQ18器33

εQ18舞33

EQ18器33

HQ25盤19

EQ18"33

EQ18舘33

YG@1舘5ら

HQ18器14

HQ25"19

HQ25#19

EQ16#31

HQ25"19

HQ2～#19

EQ26鴬36

HQ25#ig

EQユ8鉾33

EQ32#39

EQ18#33

EQ18333

HQ25菖19

HQ25怠19

HQ25讐19

HQ25鉾19

EQ18鉾33

HQ25鉾 ユ9

HQO3#2

EQ26鉾36

EQ18#33

HQ25"19

EQ18#33

EQ18磐33

HQ25#19

EQ38#42

HQ25#19

EQ26銘36

EQ26菩36

EQ26菖36

EQ26#36

EQ26鉢36

εQ18駕33

EQO4鉾29

εQ16舘31

EQ32#39

EQO4器29

EQ39盤43

EQ26銘36

EQ26郎36

EQ26#36

EQ27#37

YG@1器54

YG@G器49

EQ23営34

EQ26#36

YG@CO#51

EQ26讐36

EQ26嵩36

EQ26隊56

EQ26器36

εQO3算28

YG∂AG舘50

EQO4鉾29

EQ23鉾34

EQ15舘30

EQ27銘37

EQ24討35

EQ16謎31

EQ32#39

EQ39終43

EQ36#40

EQ37器41

EQ17#32

8

4

8

8

3

8

2

3

3

6

6

2

6

6

4

6

8

2

8

8

6

9

9

6

8

9

3

2

8

6

8

8

6

2

9

一17.94

-14 .97

-8 .60

-7.82

。7.75

-7 .29

陶6 .47

-5.37

-4 .95

-4 .94

。4 .89

-2 .67
-2 .60

-2 .56

-2 .48

。2 .35

-2.04

-1 .87

-1 。78

-1 。77

-1 .68

-1 .36

-1.27

一ユ .19

-1.17

-O ,96

-0 .78

-O .75

-0.7S

-0 .72

-O.65

-0 .5ユ

ー0。46

-o .30

-0 .05

O.0

2.97

6.37

0。78

0.07

0.45

Q.82

ユ.10

0.42

0.01

0.05

2.21

0.08

0.04

0.08

0.13

0.32

0.16

0、10

0.01

0.09

0.32

0.09

0.08

0.02

0.2i

O.19

0.02

0.01

0.02

0.07

0.14

0.05

0.16

0.25
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表24

CO闘T1糾GE閥CYTA3LE冒1了HTHEOPτIHALCOHBINA了10鯖OFEXPLANATORYVARIABしES

X〔1}:HQO8蓄6X〔2):EQ18鉾33X(3,:EQ26雄36X(4⊃:EQO4蕗29

XXX

234

1

2

1

2

ユ

2

1

2

1

1

2

2

ユ

ユ

2

2

1

工

1

1

2

2

2

2

しATOT

RESPO"SEVARIABしE

X(P12

2ら

7工

218

05

1313

42

3626

9ユ7

7386

3

28

08

020

27

531

8ユ4

1577

531

37ユ96

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

1

1

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

LATO7

X{1)12

25●050.0

87.512.5

10.090.O

O。07ユ.4

41.941.9

28●614・3

46.833.8

29.054.8

37。243.9

3

25.0100.0

0.0100.O

O.0100.0

28●6100.0

16.1100.0

5791100・0

19・5100.0

16・1100.0

18●9ユ00.0
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この着 目変 数項 目に対 しての最適 の組 合せ(表23)は 、EQ18*EQ26*EQO4の3変 数

の組合 せ(AIC=-17.94)で あ り、 次 いでEQ18*EQ26と 続 き、4位 ま で はEQ18を

キ ー とす る組 合 せで あ るが、5位 にHQ25、8位 にYG特 性 の1が 取 り上 げ られて い る。

表24を 検討 す れば、被 服購入 時 に素材 と して天 然 繊維 を選 ば な い者(43,9%)が 選 ぶ 者

(37.2%)よ りも全体 の比率 と して は多 い。 しか し、細 か く見 れ ば、 天 然 繊 維 を選 ぶ 者 も選

ば ない者 も体 にぴ った りと合 う服 が好 きで な く、食事 時 間が人 よ り長 くはな く、太 りす ぎる

のが恐 い者 が77人(39.3%)と 圧 倒的多 数 を 占めて い るが、 その 内天 然繊維 を選 ぶ 者(46.8

%)の 方 が選 ば な い者(33,8%)よ りも多 く、逆転 した結 果 とな って い る。

4・6被 服 の購 買 意 識

新 しい服を購入する場合の意識にっいての項 目としては、原項 目のHQ21(新 しい服を買

う時には気にいった らす ぐに買 いますか)が 該当する。

HQ21を 着 目変数 とした場合 の最適組合せのAIC値 表25に 、 その分割表を表26に 示 した。

表25

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

;

茸

Σ

乙

、1

養

餐

ll

慧

ll

瑠

鵬

鵬

儲

融

翻

ll;1

聡

黙1;

llll

1:

鴛

:;

2;

賀

1:

ll

ll

l皇

ll

ε鵜

91茸1

,:識
εQ1631

EQ39露43

EQ40鉾44

3

3

6

6

6

6

6

9

6

3

6

3

3

2

3

3

2

2

2

6

§1;

ll量

1;量

讐茎

ll左

欝窒

ll乙

1;ε

llε

llε

1,婁
1;;

器

菱

強

12

}1

.1

婁

、1

以下省略

表25よ り、HQ21に 対 す る最 適 の組合 せ の変 数 はYG@Gで あ り(AJC=-7.85)、 次

にYG@1、YG@G*EQO4と な り、YG特 性 のGや1、AがHQ21と 関連 のあ る項 目 と

な って い る。

分割 表(表26)に よれ ば、YG特 性 のG(一 般 的活動性)の 普 通 の者で新 しい服 を買 う時

に気 に入 ればす ぐに買 う者 が全体 の39.2%に 対 して、 す ぐに買 わない賢 明な 者 も18.4%い る

こ とがわ か った。
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表26

CONτ1"Gε 闘CYTABしEWIτHTHEOPTIHAL

X〔1):HQ21辞17X〔2,:YG@G謬49

CO凹81踵ATIO鱈OFEXPLA"ATORYVARIABLES

X

一
♪
9

RESPO紀SEVARIABしE

X{1)1 23

1

2

3

TOTAL

2122245

6736121i5

1781136

105 6625196

X(1} 123

i

2

3

TO↑AL

46.7

58.3

47.2

O

O

O

O

O

O

O

ハU

O

1

4⊥

4よ

ム
ー
ム
,
6

ム
「
盒り

0

1

3

9
・
3

2

Ω
》
-
轟
2

4
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4・7被 服 に対 して の全 般 的 な関 心 度

原項 目のHQ19(外 出す る時に着 る服が無 くて外出がいやになることがありますか)が こ

れに該当する。

表27は 、HQ19を 着 目変数 とした場合の最適組合せのAIC値 表であり、その分割表が表

28で ある。

表27

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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女子学生の被服行動に影響を及ぼす性格と食行動における諸要因についての検討

表28
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HQ19に 対 して、最適 の組 合せ の変数 はHQO3(AIC;-11.40)で あ り(4・2・1の 場 合

と同様)、HQO3*EQ24、YG@Gと 続 いてい る(表27)。

その分割 表(表28)か ら、 外 出時 に着 る服 が無 くて外 出が いや にな る者 で、 個性 的な服 が

よ いと思 う者 の組合 せが全体 で28.6%で あ るの に対 して、 個性 的 な服 が よい と思 わ ない者 は

19.9%で あ るこ とが読 み とれ る。

5お わ りに

AIC統 計量を用いた多次元分割表分析 による調査データ解析を軸 として、被服行動を左

右す る性格(YG性 格特性)お よび食行動の諸要因について検討 した結果、前報15)のカイ2

乗検定法では解明で きなか った若年層における被服行動の詳細 にっいて種々把握で きたこと

は、我 々にとって大いなる喜 びである。

これか らも、被服行動に表われる諸現象の原因を追求す るために、さ らに研究 を続 けたい

と願 っている。
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